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• JSTの中の１つのセンター（2011（H23年）年4月設立）
２．知の創造と経済・社会的価値への転換
２．４．情報基盤の強化

（ライフサイエンスデータベース統合の推進）

• 生命科学分野のDBを使いやすくする！
（１）データベース研究開発戦略の立案
（２）データベースの充実

府省間のデータベース統合
基盤技術開発
ファンディングプログラム

（分野ごとにデータの統合を進めるため）
（３）データの公開

（ポータルサイトや関連サービスも含めて）
（４）国際連携
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連邦型統合DB
（⇔中央集中型DB）

ファンディングプログラム
（分野ごとにデータの統合を進めるため）

3



本日紹介するデータベース等
1. Protein Data Bank Japan（PDBj）
工藤 高裕（大阪大学蛋白質研究所）

2. GlyTouCanの更新およびGlyCosmos Portalの公開
木下 聖子（創価大学・理工学部・糖鎖生命システム融合センター）

3. jPOST プロテオームデータベースとオミクスデータ連携
五斗 進（情報・システム研究機構ライフサイエンス統合データベース
センター）

4. ChIP-Atlas: 公共 ChIP-seq データを利活用できる
沖 真弥（九州大学大学院医学研究院発生再生医学分野）

5. 植物ゲノム情報統合ポータルサイトPlant GARDENの構築
平川 英樹（かずさDNA研究所）

6. MicrobeDB.jp version 3の活用法
森 宙史（国立遺伝学研究所 情報研究系）

7. 疾患ヒトゲノム変異の生物学的機能注釈を目指した多階層オミ
クスデータの統合
鈴木 穣（東京大学大学院新領域創成科学研究科メディカル情報生命専
攻生命システム観測分野）
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